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学校評価の結果について 
 

今治市立桜井中学校長  木村 晴彦  
 

 早春の候、皆様におかれましては、日頃より本校教育に御理解・御協力をいただきまして誠
にありがとうございます。 
 さて、１学期末及び２学期末に、生徒・保護者の皆様に御協力いただいた学校評価アンケー
トの集計結果を基に、職員会議、学校運営協議会を実施し、より良い学校づくりのための検討
を行いましたので、お知らせいたします。 
 

記 
 
１ 学校の教育目標の達成状況（概要） 
  （１） 学校の教育目標 「たくましく生きる生徒の育成」 
  （２） 成果 

アンケートの集計において、「そう思う」、「ややそう思う」の割合の合計を、「肯定
的な評価」と設定しました。 
ア 学校教育に関するアンケートでは、｢楽しい学校生活｣や「挨拶」、｢学級・部活動での
所属感や満足感｣について、86％の生徒が肯定的に回答しており、所属感や満足感を持ち、
楽しい学校生活を送れている生徒が多いという結果でした。 

イ 「基礎・基本を大切にした分かる授業」や「基本的な学習習慣の指導」については、
86％の生徒、保護者が肯定的な回答でした。今後とも、基礎的・基本的な学力の定着及
びそれらを活用する能力の育成に努めていきます。 

 
２ 主な取組の課題と改善 

（１）  学力の向上を目指し、今年度も「桜井中学習の達人（基礎学力）テスト」を５教科で実
施しました。今年度１教科でも満点を取った生徒は 80 名を超え、多くの生徒を表彰する
ことができました。ＩＣＴ機器の活用については、スタディサプリの活用方法について研
究を進めています。本校は、全国的にもスタディサプリ利用時間が多いとのことで、10月
にはリクルート社の取材を受け、本校の取組が全国に紹介されました。今後も積極的にＩ
ＣＴ機器を活用することで、生徒にとって「分かる授業」となるように授業改善を進めて
いきます。しかし、家庭学習については、生徒及び保護者においては肯定的な回答が 47～
59％と低迷しています。２学期には、全校一斉の生活時間調査を実施しました。各家庭と
学校がそれぞれの実態に合ったアドバイスを行うことで、生徒一人一人の家庭学習に対す
る意識が向上してきました。今後も、家庭と学校が連携しながら家庭学習習慣の定着に向
けて取り組んでいきたいです。御協力をお願いします。 

（２）  「学級や部活動で、所属感や満足感を感じている」については、86％の生徒が肯定的な
回答をしています。また、挨拶に関する肯定的な評価は、生徒・保護者ともに 84％を超え、
地域の方からも高評価をいただいています。今以上に「された人の気持ちが良くなる挨拶」
を目指していきます。 

（３）  いじめを許さない学校づくりを進めており、毎月行っている「心のメモリー」（生活調
査）で出てきた小さなことでも、全教職員が情報を共有し、早期発見・早期対応に努めて
います。11 月には、「えひめいじめＳＴＯＰ！デイ」に全校生徒がライブ参加をし、いじ
め問題について真剣に考えました。また、「世界の人権問題」をテーマに人権・同和教育
講演会を行い、生徒と共に保護者の方にも人権問題について一緒に考えていただくことが
できました。「学校・学級にいじめはない」と回答した生徒と保護者は、80％を超えてい
ます。今後も、全教育活動を通して、思いやりの心を大切にし、自他を大切にする人権意
識を育てていきます。 

 
３ 学校運営協議会 

学校評価アンケートの結果を基に、意見交換を行いました。その中で、４年ぶりに総合的
な学習の時間に３年生が桜井浜獅子保存会と協力して獅子舞の学習を行うことができたこ
とを紹介しました。参加者からは、「これからも地域を大切にした活動を継続してほしい。」
との意見をたくさんいただきました。今後も、小学校や公民館等の地域の方々と話し合う機
会を増やしていき、これまで以上に家庭・地域と連携した学校運営に取り組んでいきたいと
考えております。 

 
＊ 裏面に学校運営協議会資料を掲載していますので、ご覧ください。 



 


